
理

事

会

理

事

会

は

、

国

家

儀

礼

の

後

、

大

宮

会

長

の

あ

い

さ

つ

に

引

続

き

吉

田

理

事

長

を

議

長

に

選

出

し

て

議

事

を

進

行

し

た

。

審

議

案

件

①

第

１

号

議

案

令

和

６

年

度

事

業

報

告

②

第

２

号

議

案

令

和

６

年

度

収

支

決

算

書

③

第

３

号

議

案

令

和

７

年

度

事

業

計

画

（

案

）

④

第

４

号

議

案

令

和

７

年

度

収

支

予

算

書

（

案

）

⑤

第

５

号

議

案

役

員

人

事

（

案

）

の

５

議

案

に

対

し

て

参

加

し

た

理

事

を

持

っ

て

審

議

し

議

決

権

者

68

名

（

出

席

者

44

名

、

委

任

者

24

名

）

で

委

任

者

含

め

理

事

会

参

加

者

は

68

名

と

な

り

規

約

第

23

条

に

よ

り

構

成

員

の

過

半

数

を

超

え

こ

と

に

よ

り

理

事

会

が

成

立

し

議

決

が

行

わ

れ

た

。

そ

の

結

果

、

賛

成

多

数

で

全

て

の

議

案

は

原

案

ど

お

り

可

決

さ

れ

、

４

月

22

日

に

実

施

さ

れ

る

総

会

に

上

程

さ

れ

る

こ

と

と

な

っ

た

。

大

宮

会

長

挨

拶

令

和

６

年

度

理

事

会

開

催

に

あ

た

り

、

一

言

ご

挨

拶

申

し

上

げ

ま

す

。

さ

て

、

本

日

の

理

事

会

で

は

４

月

22

日

に

開

催

予

定

の

第

６

０

回

定

期

総

会

に

上

程

す

る

令

和

６

年

度

の

事

業

報

告

と

収

支

決

算

書

、

そ

し

て

令

和

７

年

度

の

事

業

計

画

と

収

支

予

算

書

を

審

議

い

た

だ

き

ま

す

。

令

和

６

年

度

は

こ

れ

ま

で

ど

お

り

防

衛

省

自

衛

隊

を

激

励

・

支

援

す

る

こ

と

に

加

え

て

、

昨

年

の

元

旦

に

発

生

し

た

能

登

半

島

大

地

震

の

教

訓

を

踏

ま

え

て

、

警

察

、

消

防

、

自

衛

隊

と

い

う

「

公

助

」

に

だ

け

依

存

す

る

の

で

は

な

く

、

「

自

助

」

あ

る

い

は

「

共

助

」

の

主

体

と

し

て

、

夫

々

の

地

区

協

会

あ

る

い

は

一

人

ひ

と

り

の

会

員

が

模

範

を

示

す

こ

と

を

目

指

し

ま

し

た

。

い

ず

れ

も

地

区

協

会

に

お

か

れ

て

も

、

事

業

を

計

画

通

り

に

推

進

で

き

た

と

報

告

を

受

け

て

い

ま

す

。

こ

こ

に

参

集

し

て

い

た

だ

い

て

い

る

理

事

、

即

ち

各

地

区

協

会

の

会

長

、

副

会

長

の

素

晴

ら

し

い

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

と

事

務

局

長

を

は

じ

め

と

す

る

会

員

の

皆

様

の

フ

ォ

ロ

ワ

ー

シ

ッ

プ

に

よ

り

、

所

期

の

成

果

を

得

る

こ

と

が

で

き

た

も

の

と

考

え

て

い

ま

す

。

本

当

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

一

方

で

東

京

都

防

衛

協

会

の

正

会

員

で

あ

る

地

区

協

会

数

は

毎

年

、

増

加

し

て

い

ま

す

が

、

会

員

総

数

は

減

少

傾

向

に

あ

り

ま

す

。

会

勢

を

拡

大

す

る

と

共

に

財

政

基

盤

を

強

化

す

る

こ

と

が

喫

緊

の

課

題

と

認

識

し

て

い

ま

す

。

ま

た

防

衛

省

自

衛

隊

の

人

的

基

盤

は

危

機

的

な

状

況

に

あ

り

、

協

会

と

し

て

も

で

き

る

限

り

の

協

力

・

支

援

を

行

う

必

要

が

あ

る

と

考

え

て

い

ま

す

。

そ

の

よ

う

な

観

点

か

ら

令

和

７

年

度

の

事

業

計

画

と

収

支

予

算

書

を

作

成

す

る

よ

う

指

示

し

ま

し

た

の

で

、

理

事

会

審

議

に

お

い

て

建

設

的

な

意

見

を

い

た

だ

く

こ

と

を

お

願

い

し

、

私

か

ら

の

挨

拶

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

宜

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

防

衛

講

演

会

理

事

会

に

引

続

き

、

航

空

自

衛

隊

宇

宙

作

戦

群

司

令

１

等

空

佐

石

井

浩

之

氏

に

よ

り

、

「

航

空

自

衛

隊

は

今

、

宇

宙

領

域

へ

～

取

組

と

展

望

～

」

と

い

う

演

題

で

①

宇

宙

と

人

工

衛

星

に

関

す

る

紹

介

、

②

宇

宙

空

間

で

高

ま

る

リ

ス

ク

、

③

自

衛

隊

の

宇

宙

に

対

す

る

取

組

（

自

衛

隊

が

宇

宙

領

域

へ

活

動

範

囲

を

拡

大

さ

せ

た

経

緯

、

宇

宙

作

戦

群

の

編

制

・

任

務

・

活

動

内

容

等

）

に

つ

い

て

、

丁

寧

に

わ

か

り

易

く

、

講

演

し

て

い

た

だ

い

た

。

講

演

後

の

質

疑

応

答

も

大

宮

会

長

を

は

じ

め

、

多

数

の

聴

講

者

か

ら

質

問

が

相

次

ぎ

、

聴

講

者

の

関

心

の

高

さ

が

伺

わ

れ

、

充

実

し

た

講

演

と

な

っ

た

。

東

京

都

防

衛

協

会

女

性

部

会

総

会

東

京

都

防

衛

協

会

女

性

部

会

は

令

和

７

年

３

月

14

日

11

時

か

ら

東

京

洋

服

会

館

ジ

ェ

ン

ト

リ

ー

ホ

ー

ル

で

「S
D
G
s

の

概

念

で

一

人

一

人

が

で

き

る

事

に

取

り

組

み

会

の

活

性

化

に

つ

な

げ

る

こ

と

」

を

コ

ン

セ

プ

ト

に

令

和

６

年

度

総

会

を

実

施

し

た

。

総

会

後

、

23

区

及

び

三

多

摩

地

区

か

ら

約

65

名

の

会

員

が

集

ま

り

、

輝

く

女

性

の

代

表

で

あ

る

東

京

地

本

長

「

横

田

紀

子

陸

将

補

」

を

囲

ん

で

和

や

か

に

「

昼

食

懇

談

会

」

行

い

、

13

時

か

ら

は

「

自

衛

隊

の

将

来

と

人

的

基

盤

の

方

向

性

」

と

い

う

テ

ー

マ

で

自

衛

隊

に

お

け

る

女

性

参

画

の

必

要

性

や

防

衛

省

に

お

け

る

国

連

平

和

維

持

活

動

や

大

規

模

災

害

対

応

に

取

り

組

む

主

体

と

し

て

、

Ｗ

Ｐ

Ｓ

分

野

で

の

国

際

的

な

活

動

も

推

進

し

て

き

た

等

、

貴

重

な

講

話

を

頂

い

た

。

理

事

会

理

事

会

は

、

国

家

儀

礼

の

後

、

大

宮

会

長

の

あ

い

さ

つ

に

引

続

き

吉

田

理

事

長

を

議

長

に

選

出

し

て

議

事

を

進

行

し

た

。

審

議

案

件

①

第

１

号

議

案

令

和

６

年

度

事

業

報

告

②

第

２

号

議

案

令

和

６

年

度

収

支

決

算

書

③

第

３

号

議

案

令

和

７

年

度

事

業

計

画

（

案

）

④

第

４

号

議

案

令

和

７

年

度

収

支

予

算

書

（

案

）

⑤

第

５

号

議

案

役

員

人

事

（

案

）

の

５

議

案

に

対

し

て

参

加

し

た

理

事

を

持

っ

て

審

議

し

議

決

権

者

68

名

（

出

席

者

44

名

、

委

任

者

24

名

）

で

委

任

者

含

め

理

事

会

参

加

者

は

68

名

と

な

り

規

約

第

23

条

に

よ

り

構

成

員

の

過

半

数

を

超

え

こ

と

に

よ

り

理

事

会

が

成

立

し

議

決

が

行

わ

れ

た

。

そ

の

結

果

、

賛

成

多

数

で

全

て

の

議

案

は

原

案

ど

お

り

可

決

さ

れ

、

４

月

22

日

に

実

施

さ

れ

る

総

会

に

上

程

さ

れ

る

こ

と

と

な

っ

た

。

大

宮

会

長

挨

拶

令

和

６

年

度

理

事

会

開

催

に

あ

た

り

、

一

言

ご

挨

拶

申

し

上

げ

ま

す

。

さ

て

、

本

日

の

理

事

会

で

は

４

月

22

日

に

開

催

予

定

の

第

６

０

回

定

期

総

会

に

上

程

す

る

令

和

６

年

度

の

事

業

報

告

と

収

支

決

算

書

、

そ

し

て

令

和

７

年

度

の

事

業

計

画

と

収

支

予

算

書

を

審

議

い

た

だ

き

ま

す

。

令

和

６

年

度

は

こ

れ

ま

で

ど

お

り

防

衛

省

自

衛

隊

を

激

励

・

支

援

す

る

こ

と

に

加

え

て

、

昨

年

の

元

旦

に

発

生

し

た

能

登

半

島

大

地

震

の

教

訓

を

踏

ま

え

て

、

警

察

、

消

防

、

自

衛

隊

と

い

う

「

公

助

」

に

だ

け

依

存

す

る

の

で

は

な

く

、

「

自

助

」

あ

る

い

は

「

共

助

」

の

主

体

と

し

て

、

夫

々

の

地

区

協

会

あ

る

い

は

一

人

ひ

と

り

の

会

員

が

模

範

を

示

す

こ

と

を

目

指

し

ま

し

た

。

い

ず

れ

も

地

区

協

会

に

お

か

れ

て

も

、

事

業

を

計

画

通

り

に

推

進

で

き

た

と

報

告

を

受

け

て

い

ま

す

。

こ

こ

に

参

集

し

て

い

た

だ

い

て

い

る

理

事

、

即

ち

各

地

区

協

会

の

会

長

、

副

会

長

の

素

晴

ら

し

い

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

と

事

務

局

長

を

は

じ

め

と

す

る

会

員

の

皆

様

の

フ

ォ

ロ

ワ

ー

シ

ッ

プ

に

よ

り

、

所

期

の

成

果

を

得

る

こ

と

が

で

き

た

も

の

と

考

え

て

い

ま

す

。

本

当

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

一

方

で

東

京

都

防

衛

協

会

の

正

会

員

で

あ

る

地

区

協

会

数

は

毎

年

、

増

加

し

て

い

ま

す

が

、

会

員

総

数

は

減

少

傾

向

に

あ

り

ま

す

。

会

勢

を

拡

大

す

る

と

共

に

財

政

基

盤

を

強

化

す

る

こ

と

が

喫

緊

の

課

題

と

認

識

し

て

い

ま

す

。

ま

た

防

衛

省

自

衛

隊

の

人

的

基

盤

は

危

機

的

な

状

況

に

あ

り

、

協

会

と

し

て

も

で

き

る

限

り

の

協

力

・

支

援

を

行

う

必

要

が

あ

る

と

考

え

て

い

ま

す

。

そ

の

よ

う

な

観

点

か

ら

令

和

７

年

度

の

事

業

計

画

と

収

支

予

算

書

を

作

成

す

る

よ

う

指

示

し

ま

し

た

の

で

、

理

事

会

審

議

に

お

い

て

建

設

的

な

意

見

を

い

た

だ

く

こ

と

を

お

願

い

し

、

私

か

ら

の

挨

拶

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

宜

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

防

衛

講

演

会

理

事

会

に

引

続

き

、

航

空

自

衛

隊

宇

宙

作

戦

群

司

令

１

等

空

佐

石

井

浩

之

氏

に

よ

り

、

「

航

空

自

衛

隊

は

今

、

宇

宙

領

域

へ

～

取

組

と

展

望

～

」

と

い

う

演

題

で

①

宇

宙

と

人

工

衛

星

に

関

す

る

紹

介

、

②

宇

宙

空

間

で

高

ま

る

リ

ス

ク

、

③

自

衛

隊

の

宇

宙

に

対

す

る

取

組

（

自

衛

隊

が

宇

宙

領

域

へ

活

動

範

囲

を

拡

大

さ

せ

た

経

緯

、

宇

宙

作

戦

群

の

編

制

・

任

務

・

活

動

内

容

等

）

に

つ

い

て

、

丁

寧

に

わ

か

り

易

く

、

講

演

し

て

い

た

だ

い

た

。

講

演

後

の

質

疑

応

答

も

大

宮

会

長

を

は

じ

め

、

多

数

の

聴

講

者

か

ら

質

問

が

相

次

ぎ

、

聴

講

者

の

関

心

の

高

さ

が

伺

わ

れ

、

充

実

し

た

講

演

と

な

っ

た

。

東

京

都

防

衛

協

会

女

性

部

会

総

会

東

京

都

防

衛

協

会

女

性

部

会

は

令

和

７

年

３

月

14

日

11

時

か

ら

東

京

洋

服

会

館

ジ

ェ

ン

ト

リ

ー

ホ

ー

ル

で

「S
D
G
s

の

概

念

で

一

人

一

人

が

で

き

る

事

に

取

り

組

み

会

の

活

性

化

に

つ

な

げ

る

こ

と

」

を

コ

ン

セ

プ

ト

に

令

和

６

年

度

総

会

を

実

施

し

た

。

総

会

後

、

23

区

及

び

三

多

摩

地

区

か

ら

約

65

名

の

会

員

が

集

ま

り

、

輝

く

女

性

の

代

表

で

あ

る

東

京

地

本

長

「

横

田

紀

子

陸

将

補

」

を

囲

ん

で

和

や

か

に

「

昼

食

懇

談

会

」

行

い

、

13

時

か

ら

は

「

自

衛

隊

の

将

来

と

人

的

基

盤

の

方

向

性

」

と

い

う

テ

ー

マ

で

自

衛

隊

に

お

け

る

女

性

参

画

の

必

要

性

や

防

衛

省

に

お

け

る

国

連

平

和

維

持

活

動

や

大

規

模

災

害

対

応

に

取

り

組

む

主

体

と

し

て

、

Ｗ

Ｐ

Ｓ

分

野

で

の

国

際

的

な

活

動

も

推

進

し

て

き

た

等

、

貴

重

な

講

話

を

頂

い

た

。
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協

賛

広

告

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

！

協

賛

広

告

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

！

無

人

兵

器

は

、

冷

戦

が

終

結

し

、

む

し

ろ

本

格

的

な

大

規

模

戦

闘

の

危

機

が

遠

ざ

か

っ

た

1
9
9
0

年

代

以

降

、

長

時

間

に

わ

た

る

偵

察

活

動

や

「

テ

ロ

と

の

戦

い

」

な

ど

に

お

け

る

小

規

模

戦

闘

を

「

人

」

に

変

わ

っ

て

実

施

す

る

と

い

う

コ

ン

セ

プ

ト

の

も

と

、

無

人

機

（

U

A
V

）

を

中

心

に

発

展

し

て

き

ま

し

た

。

一

方

、

そ

れ

が

戦

場

に

お

け

る

ゲ

ー

ム

チ

ェ

ン

ジ

ャ

ー

と

し

て

急

激

に

注

目

を

浴

び

る

よ

う

に

な

っ

た

の

は

、

2
0
2
0

年

に

生

起

し

た

ナ

ゴ

ル

ノ

・

カ

ラ

バ

フ

紛

争

以

来

、

こ

の

わ

ず

か

5

年

間

の

こ

と

で

す

。

ナ

ゴ

ル

ノ

・

カ

ラ

バ

フ

紛

争

で

は

、

局

地

戦

で

は

あ

っ

た

も

の

の

正

規

軍

同

士

の

戦

闘

で

初

め

て

自

爆

型

を

含

む

無

人

機

/

ド

ロ

ー

ン

が

組

織

的

に

使

用

さ

れ

、

さ

ら

に

2
0
2
2

年

か

ら

の

ロ

シ

ア

・

ウ

ク

ラ

イ

ナ

戦

争

で

は

、

従

来

の

武

器

体

系

に

加

え

て

大

量

の

小

型

偵

察

・

自

爆

型

ド

ロ

ー

ン

や

自

爆

型

無

人

水

上

艇

（

U
S
V

）

な

ど

が

非

対

称

戦

力

と

し

て

投

入

さ

れ

た

こ

と

で

、

戦

場

の

様

相

は

一

変

し

た

と

言

え

る

で

し

ょ

う

。

米

国

や

中

国

な

ど

も

空

中

（U
A
V

）

、

水

上

（U
S
V

）

、

水

中

（

U
U
V

）

の

全

領

域

に

お

け

る

無

人

兵

器

の

開

発

、

取

得

を

急

速

に

進

め

て

お

り

、

仮

に

今

後

、

台

湾

海

峡

有

事

が

顕

在

化

し

た

場

合

に

は

、

緒

戦

は

「

無

人

兵

器

同

士

の

戦

い

」

に

な

る

と

も

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

我

が

国

に

お

い

て

も

、

2

0
2
2

年

の

「

国

家

防

衛

戦

略

」

な

ど

の

中

で

、

重

視

す

る

能

力

と

し

て

、

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

防

衛

能

力

、

統

合

防

空

ミ

サ

イ

ル

防

衛

能

力

に

続

き

、

「

無

人

ア

セ

ッ

ト

防

衛

能

力

」

が

あ

げ

ら

れ

て

い

ま

す

。

な

お

、

近

年

重

視

さ

れ

て

い

る

、

宇

宙

・

サ

イ

バ

ー

・

電

磁

波

を

含

む

「

領

域

横

断

作

戦

能

力

」

よ

り

も

上

位

に

位

置

付

け

ら

れ

た

こ

と

は

注

目

に

値

す

る

点

で

あ

り

、

こ

れ

も

、

昨

今

の

無

人

兵

器

の

動

向

を

的

確

に

反

映

し

た

も

の

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

航

空

自

衛

隊

で

は

2
0
2
2

年

か

ら

大

型

無

人

偵

察

機

「

グ

ロ

ー

バ

ル

ホ

ー

ク

」

の

運

用

を

開

始

、

ま

た

海

上

自

衛

隊

も

洋

上

監

視

用

の

大

型

無

人

機

「

シ

ー

ガ

ー

デ

ィ

ア

ン

」

な

ど

の

導

入

を

昨

年

決

定

し

ま

し

た

。

さ

ら

に

、

侵

攻

兵

力

を

撃

破

す

る

小

型

攻

撃

用

無

人

機

（

自

爆

型

ド

ロ

ー

ン

）

な

ど

の

取

得

も

来

年

度

予

算

案

に

計

上

さ

れ

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。

し

か

し

な

が

ら

、

急

速

に

発

展

す

る

無

人

兵

器

に

つ

い

て

は

、

様

々

な

課

題

も

残

さ

れ

て

い

ま

す

。

た

と

え

ば

無

人

兵

器

が

A
I

機

能

の

発

達

に

よ

り

「

L
A
W
S

（

自

律

型

致

死

兵

器

シ

ス

テ

ム

）

」

の

域

に

達

し

た

際

、

人

が

介

在

せ

ず

、

A
I

の

判

断

に

よ

っ

て

「

人

」

を

殺

傷

す

る

こ

と

に

対

す

る

シ

ス

テ

ム

上

の

安

全

性

と

倫

理

上

の

問

題

が

生

じ

ま

す

。

「

国

家

安

全

保

障

戦

略

」

に

お

い

て

も

「

多

国

間

で

の

取

組

、

ル

ー

ル

作

り

な

ど

に

積

極

的

に

取

り

組

む

」

と

し

て

い

ま

す

が

、

現

時

点

で

は

ま

だ

国

際

的

な

コ

ン

セ

ン

サ

ス

は

確

立

し

て

い

ま

せ

ん

。

そ

の

ほ

か

に

も

、

国

際

法

、

国

内

法

の

中

に

無

人

兵

器

の

現

状

が

想

定

さ

れ

て

お

ら

ず

、

運

用

面

で

の

適

用

が

追

い

付

い

て

い

な

い

部

分

も

散

見

さ

れ

ま

す

。

近

年

わ

ず

か

5

年

間

で

の

、

戦

場

に

お

け

る

無

人

兵

器

の

位

置

づ

け

の

ド

ラ

ス

テ

ィ

ッ

ク

な

変

化

を

考

え

れ

ば

、

今

後

10

年

単

位

で

の

姿

を

予

想

す

る

こ

と

は

容

易

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

れ

だ

け

に

、

技

術

面

で

の

進

化

の

み

に

注

目

す

る

の

で

は

な

く

、

諸

課

題

を

的

確

に

把

握

し

、

一

つ

一

つ

と

整

理

し

て

い

く

必

要

が

あ

る

で

し

ょ

う

。

無

人

兵

器

は

、

冷

戦

が

終

結

し

、

む

し

ろ

本

格

的

な

大

規

模

戦

闘

の

危

機

が

遠

ざ

か

っ

た

1
9
9
0

年

代

以

降

、

長

時

間

に

わ

た

る

偵

察

活

動

や

「

テ

ロ

と

の

戦

い

」

な

ど

に

お

け

る

小

規

模

戦

闘

を

「

人

」

に

変

わ

っ

て

実

施

す

る

と

い

う

コ

ン

セ

プ

ト

の

も

と

、

無

人

機

（

U

A
V

）

を

中

心

に

発

展

し

て

き

ま

し

た

。

一

方

、

そ

れ

が

戦

場

に

お

け

る

ゲ

ー

ム

チ

ェ

ン

ジ

ャ

ー

と

し

て

急

激

に

注

目

を

浴

び

る

よ

う

に

な

っ

た

の

は

、

2
0
2
0

年

に

生

起

し

た

ナ

ゴ

ル

ノ

・

カ

ラ

バ

フ

紛

争

以

来

、

こ

の

わ

ず

か

5

年

間

の

こ

と

で

す

。

ナ

ゴ

ル

ノ

・

カ

ラ

バ

フ

紛

争

で

は

、

局

地

戦

で

は

あ

っ

た

も

の

の

正

規

軍

同

士

の

戦

闘

で

初

め

て

自

爆

型

を

含

む

無

人

機

/

ド

ロ

ー

ン

が

組

織

的

に

使

用

さ

れ

、

さ

ら

に

2
0
2
2

年

か

ら

の

ロ

シ

ア

・

ウ

ク

ラ

イ

ナ

戦

争

で

は

、

従

来

の

武

器

体

系

に

加

え

て

大

量

の

小

型

偵

察

・

自

爆

型

ド

ロ

ー

ン

や

自

爆

型

無

人

水

上

艇

（

U
S
V

）

な

ど

が

非

対

称

戦

力

と

し

て

投

入

さ

れ

た

こ

と

で

、

戦

場

の

様

相

は

一

変

し

た

と

言

え

る

で

し

ょ

う

。

米

国

や

中

国

な

ど

も

空

中

（U
A
V

）

、

水

上

（U
S
V

）

、

水

中

（

U
U
V

）

の

全

領

域

に

お

け

る

無

人

兵

器

の

開

発

、

取

得

を

急

速

に

進

め

て

お

り

、

仮

に

今

後

、

台

湾

海

峡

有

事

が

顕

在

化

し

た

場

合

に

は

、

緒

戦

は

「

無

人

兵

器

同

士

の

戦

い

」

に

な

る

と

も

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

我

が

国

に

お

い

て

も

、

2

0
2
2

年

の

「

国

家

防

衛

戦

略

」

な

ど

の

中

で

、

重

視

す

る

能

力

と

し

て

、

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

防

衛

能

力

、

統

合

防

空

ミ

サ

イ

ル

防

衛

能

力

に

続

き

、

「

無

人

ア

セ

ッ

ト

防

衛

能

力

」

が

あ

げ

ら

れ

て

い

ま

す

。

な

お

、

近

年

重

視

さ

れ

て

い

る

、

宇

宙

・

サ

イ

バ

ー

・

電

磁

波

を

含

む

「

領

域

横

断

作

戦

能

力

」

よ

り

も

上

位

に

位

置

付

け

ら

れ

た

こ

と

は

注

目

に

値

す

る

点

で

あ

り

、

こ

れ

も

、

昨

今

の

無

人

兵

器

の

動

向

を

的

確

に

反

映

し

た

も

の

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

航

空

自

衛

隊

で

は

2
0
2
2

年

か

ら

大

型

無

人

偵

察

機

「

グ

ロ

ー

バ

ル

ホ

ー

ク

」

の

運

用

を

開

始

、

ま

た

海

上

自

衛

隊

も

洋

上

監

視

用

の

大

型

無

人

機

「

シ

ー

ガ

ー

デ

ィ

ア

ン

」

な

ど

の

導

入

を

昨

年

決

定

し

ま

し

た

。

さ

ら

に

、

侵

攻

兵

力

を

撃

破

す

る

小

型

攻

撃

用

無

人

機

（

自

爆

型

ド

ロ

ー

ン

）

な

ど

の

取

得

も

来

年

度

予

算

案

に

計

上

さ

れ

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。

し

か

し

な

が

ら

、

急

速

に

発

展

す

る

無

人

兵

器

に

つ

い

て

は

、

様

々

な

課

題

も

残

さ

れ

て

い

ま

す

。

た

と

え

ば

無

人

兵

器

が

A
I

機

能

の

発

達

に

よ

り

「

L
A
W
S

（

自

律

型

致

死

兵

器

シ

ス

テ

ム

）

」

の

域

に

達

し

た

際

、

人

が

介

在

せ

ず

、

A
I

の

判

断

に

よ

っ

て

「

人

」

を

殺

傷

す

る

こ

と

に

対

す

る

シ

ス

テ

ム

上

の

安

全

性

と

倫

理

上

の

問

題

が

生

じ

ま

す

。

「

国

家

安

全

保

障

戦

略

」

に

お

い

て

も

「

多

国

間

で

の

取

組

、

ル

ー

ル

作

り

な

ど

に

積

極

的

に

取

り

組

む

」

と

し

て

い

ま

す

が

、

現

時

点

で

は

ま

だ

国

際

的

な

コ

ン

セ

ン

サ

ス

は

確

立

し

て

い

ま

せ

ん

。

そ

の

ほ

か

に

も

、

国

際

法

、

国

内

法

の

中

に

無

人

兵

器

の

現

状

が

想

定

さ

れ

て

お

ら

ず

、

運

用

面

で

の

適

用

が

追

い

付

い

て

い

な

い

部

分

も

散

見

さ

れ

ま

す

。

近

年

わ

ず

か

5

年

間

で

の

、

戦

場

に

お

け

る

無

人

兵

器

の

位

置

づ

け

の

ド

ラ

ス

テ

ィ

ッ

ク

な

変

化

を

考

え

れ

ば

、

今

後

10

年

単

位

で

の

姿

を

予

想

す

る

こ

と

は

容

易

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

れ

だ

け

に

、

技

術

面

で

の

進

化

の

み

に

注

目

す

る

の

で

は

な

く

、

諸

課

題

を

的

確

に

把

握

し

、

一

つ

一

つ

と

整

理

し

て

い

く

必

要

が

あ

る

で

し

ょ

う

。

防衛サロン防衛サロン

「

無

人

ア

セ

ッ

ト

防

衛

能

力

」

ー

戦

場

の

ゲ

ー

ム

チ

ェ

ン

ジ

ャ

ー

そ

の

発

展

と

今

後

の

課

題

ー

東

京

都

防

衛

協

会

常

任

理

事

渡

邊

剛

次

郎

「

無

人

ア

セ

ッ

ト

防

衛

能

力

」

ー

戦

場

の

ゲ

ー

ム

チ

ェ

ン

ジ

ャ

ー

そ

の

発

展

と

今

後

の

課

題

ー

東

京

都

防

衛

協

会

常

任

理

事

渡

邊

剛

次

郎

第

60

回

定

期

総

会

に

上

程

す

る

案

件

を

審

議

す

る

た

め

の

理

事

会

を

開

催

・

全

議

案

を

理

事

の

賛

成

多

数

で

決

議

東

京

都

防

衛

協

会

（

会

長

大

宮

英

明

）

は

３

月

６

日

（

木

）

、

令

和

６

年

度

理

事

会

を

東

京

洋

服

会

館

３

階

ジ

ェ

ン

ト

リ

ー

ホ

ー

ル

に

お

い

て

行

っ

た

。

４

月

22

日

（

火

）

に

実

施

す

る

第

60

回

定

期

総

会

に

上

程

す

る

審

議

案

件

を

審

議

し

原

案

通

り

議

決

さ

れ

た

。

そ

の

後

、

航

空

自

衛

隊

宇

宙

作

戦

群

司

令

１

等

空

佐

石

井

浩

之

氏

に

よ

る

防

衛

講

演

会

並

び

に

懇

親

会

を

実

施

し

、

令

和

７

年

度

の

活

動

に

向

け

て

、

準

備

を

開

始

し

た

。

第

60

回

定

期

総

会

に

上

程

す

る

案

件

を

審

議

す

る

た

め

の

理

事

会

を

開

催

・

全

議

案

を

理

事

の

賛

成

多

数

で

決

議

東

京

都

防

衛

協

会

（

会

長

大

宮

英

明

）

は

３

月

６

日

（

木

）

、

令

和

６

年

度

理

事

会

を

東

京

洋

服

会

館

３

階

ジ

ェ

ン

ト

リ

ー

ホ

ー

ル

に

お

い

て

行

っ

た

。

４

月

22

日

（

火

）

に

実

施

す

る

第

60

回

定

期

総

会

に

上

程

す

る

審

議

案

件

を

審

議

し

原

案

通

り

議

決

さ

れ

た

。

そ

の

後

、

航

空

自

衛

隊

宇

宙

作

戦

群

司

令

１

等

空

佐

石

井

浩

之

氏

に

よ

る

防

衛

講

演

会

並

び

に

懇

親

会

を

実

施

し

、

令

和

７

年

度

の

活

動

に

向

け

て

、

準

備

を

開

始

し

た

。

理事会（大宮会長挨拶）理事会（大宮会長挨拶）

防衛講演会（石井１佐）防衛講演会（石井１佐）
総会（秋山会長挨拶）総会（秋山会長挨拶）防衛講演会（横田地本長）防衛講演会（横田地本長）



当

協

会

は

自

衛

隊

の

応

援

団

と

し

て

約

50

名

で

活

動

し

て

お

り

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

の

行

事

、

練

馬

駐

屯

地

で

の

行

事

等

参

加

、

前

回

は

練

馬

駐

屯

地

の

見

学

、

喫

食

体

験

、

隊

員

と

の

懇

談

等

を

代

々

木

地

本

の

阿

南

所

長

の

協

力

に

よ

り

実

地

い

た

し

ま

し

た

。

新

規

会

員

を

募

集

す

る

も

メ

リ

ッ

ト

が

無

い

の

か

と

な

か

な

か

集

ま

ら

な

い

の

が

実

情

で

す

。

令

和

7

年

度

は

市

ケ

谷

見

学

、

自

衛

隊

部

隊

の

見

学

を

考

え

て

お

り

ま

す

。

年

会

費

3
,
0
0
0

円

で

誰

も

が

入

会

し

や

す

い

入

会

条

件

で

会

員

募

集

を

行

な

い

、

東

京

都

防

衛

協

会

に

納

め

る

会

費

分

を

集

め

、

何

か

行

事

を

企

画

し

た

際

は

、

極

力

参

加

者

負

担

で

行

っ

て

い

ま

す

。

渋

谷

区

防

衛

協

会

会

長

近

藤

彰

敏

狛

江

市

防

衛

協

会

は

再

興

か

ら

本

年

で

10

年

を

迎

え

ま

す

。

再

起

動

以

来

、

東

京

都

防

衛

協

会

と

連

携

し

、

自

衛

隊

の

任

務

・

防

衛

に

対

す

る

意

識

を

高

め

る

活

動

を

行

っ

て

お

り

ま

す

。

コ

ロ

ナ

禍

で

活

動

の

制

限

さ

れ

た

期

間

も

あ

り

ま

し

た

が

、

一

昨

昨

年

は

陸

上

自

衛

隊

富

士

学

校

の

視

察

、

昨

年

11

月

に

は

海

上

自

衛

隊

横

須

賀

基

地

を

視

察

し

た

ほ

か

、

横

須

賀

軍

港

め

ぐ

り

に

乗

船

、

ア

メ

リ

カ

海

軍

や

海

上

自

衛

隊

の

護

衛

艦

、

潜

水

艦

等

を

間

近

で

見

る

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

総

合

火

力

演

習

な

ど

陸

・

海

・

空

自

衛

隊

の

訓

練

成

果

を

参

観

出

来

な

く

な

り

、

独

自

企

画

の

研

修

活

動

の

充

実

強

化

に

努

め

る

べ

き

と

日

々

議

論

す

る

昨

今

で

す

。我

が

国

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

環

境

は

年

々

厳

し

く

な

り

、

偶

発

的

な

事

象

へ

の

懸

念

が

募

る

一

方

、

憲

法

改

正

に

よ

る

自

衛

隊

明

記

、

自

衛

の

措

置

に

つ

い

て

も

言

及

し

、

然

る

べ

き

対

応

が

図

れ

る

環

境

づ

く

り

が

進

ま

な

い

こ

と

に

焦

り

を

感

じ

ま

す

。

諸

課

題

を

克

服

し

、

防

衛

協

会

全

体

で

現

在

の

あ

り

方

を

改

善

す

べ

く

、

積

極

的

に

活

動

を

展

開

す

る

こ

と

が

肝

要

と

考

え

ま

す

。

本

協

会

の

現

下

の

課

題

は

若

年

層

の

加

入

促

進

、

今

後

の

活

動

は

、

会

員

は

も

と

よ

り

ご

家

族

、

一

般

市

民

の

皆

様

に

も

自

衛

隊

員

の

日

々

の

錬

成

、

周

辺

国

の

脅

威

に

対

す

る

備

え

等

を

ご

理

解

い

た

だ

け

る

よ

う

努

め

て

参

り

ま

す

。

狛

江

市

防

衛

協

会

会

長

栗

山

欽

行

令

和

６

年

６

月

１

日

（

土

曜

日

）

成

美

教

育

文

化

会

館

於

い

て

定

期

総

会

を

行

い

ま

し

た

。

案

件

議

案

全

て

承

認

を

頂

き

ま

し

た

。

会

議

終

了

後

、

元

航

空

幕

僚

副

長

大

串

康

夫

氏

を

講

師

に

迎

え

講

演

を

頂

き

ま

し

た

。

日

本

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

の

現

状

に

つ

い

て

聴

講

し

た

会

員

は

「

自

分

の

国

は

自

分

で

守

る

」

強

い

気

概

を

感

じ

ま

し

た

。

そ

の

後

、

講

師

を

交

え

懇

親

会

を

行

い

盛

会

に

て

終

了

し

ま

し

た

。

防

衛

意

識

の

普

及

活

動

と

し

て

、

多

く

の

市

民

が

集

う

「

市

民

み

ん

な

の

ま

つ

り

」

が

１

１

月

９

日

（

土

）

・

１

０

日

（

日

）

に

行

わ

れ

ま

し

た

。

会

場

で

は

自

衛

隊

グ

ッ

ツ

の

販

売

と

自

衛

隊

活

動

パ

ネ

ル

の

展

示

を

し

ま

し

た

。

展

示

写

真

に

つ

い

て

国

分

寺

募

集

相

談

所

自

衛

官

に

よ

る

詳

細

な

説

明

を

頂

き

ま

し

た

。

市

民

の

方

に

自

衛

官

に

関

心

を

持

っ

て

貰

う

啓

発

活

動

を

し

ま

し

た

。

小

さ

な

部

隊

研

修

と

し

て

１

２

月

３

日

（

月

）

航

空

自

衛

隊

入

間

基

地

見

学

を

、

小

平

市

防

衛

協

会

・

東

村

山

市

防

衛

協

会

合

同

で

行

い

ま

し

た

。

特

に

修

武

台

記

念

館

を

２

時

間

位

掛

け

て

見

学

し

て

飛

行

機

の

歴

史

を

深

く

知

る

機

会

を

得

る

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

東

久

留

米

市

防

衛

協

会

会

長

大

澤

進

板

橋

公

安

系

公

務

員

合

同

職

業

説

明

会

に

参

加

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

北

地

域

事

務

所

（

所

長

白

岩

１

陸

尉

）

は

２

月

１

８

日

、

板

橋

消

防

署

内

で

開

催

さ

れ

た

東

京

地

本

北

地

域

事

務

所

・

板

橋

警

察

署

・

板

橋

消

防

署

の

公

安

系

公

務

員

合

同

説

明

会

に

参

加

し

た

。

こ

の

説

明

会

は

、

板

橋

区

所

在

の

自

衛

隊

、

警

察

及

び

消

防

が

初

め

て

合

同

で

行

っ

た

も

の

で

、

公

安

系

公

務

員

を

希

望

す

る

来

春

卒

業

の

学

生

な

ど

、

約

３

０

名

が

参

加

し

た

。

ま

ず

、

全

般

説

明

に

お

い

て

各

機

関

か

ら

順

次

に

プ

レ

ゼ

ン

を

行

っ

た

後

、

各

ブ

ー

ス

に

分

か

れ

て

行

う

個

別

説

明

に

移

行

し

た

。

特

に

、

個

別

説

明

に

お

い

て

、

東

京

地

方

協

力

本

部

と

東

京

消

防

庁

が

「

自

衛

官

及

び

消

防

職

員

の

募

集

採

用

活

動

に

関

す

る

協

定

書

」

を

締

結

し

た

こ

と

に

よ

り

、

任

期

制

自

衛

官

と

し

て

入

隊

し

た

際

に

大

き

な

メ

リ

ッ

ト

が

生

ま

れ

た

こ

と

に

つ

い

て

、

広

報

官

が

丁

寧

に

説

明

し

た

。

参

加

者

か

ら

は

「

自

衛

隊

と

東

京

消

防

庁

の

協

定

締

結

の

具

体

的

な

内

容

を

知

れ

て

よ

か

っ

た

。

」

「

警

察

以

外

も

視

野

に

入

れ

た

い

。

」

「

進

路

選

択

の

幅

を

広

げ

る

こ

と

が

で

き

た

。

」

「

自

衛

隊

も

志

願

し

よ

う

思

う

。

」

と

い

っ

た

前

向

き

な

感

想

と

手

応

え

を

得

た

。北

地

域

事

務

所

は

、

担

任

地

域

の

警

察

と

消

防

と

の

さ

ら

な

る

連

携

強

化

を

図

り

、

自

衛

隊

に

対

す

る

理

解

向

上

と

志

願

者

の

獲

得

を

図

っ

て

い

く

と

し

て

い

る

。

当

協

会

は

自

衛

隊

の

応

援

団

と

し

て

約

50

名

で

活

動

し

て

お

り

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

の

行

事

、

練

馬

駐

屯

地

で

の

行

事

等

参

加

、

前

回

は

練

馬

駐

屯

地

の

見

学

、

喫

食

体

験

、

隊

員

と

の

懇

談

等

を

代

々

木

地

本

の

阿

南

所

長

の

協

力

に

よ

り

実

地

い

た

し

ま

し

た

。

新

規

会

員

を

募

集

す

る

も

メ

リ

ッ

ト

が

無

い

の

か

と

な

か

な

か

集

ま

ら

な

い

の

が

実

情

で

す

。

令

和

7

年

度

は

市

ケ

谷

見

学

、

自

衛

隊

部

隊

の

見

学

を

考

え

て

お

り

ま

す

。

年

会

費

3
,
0
0
0

円

で

誰

も

が

入

会

し

や

す

い

入

会

条

件

で

会

員

募

集

を

行

な

い

、

東

京

都

防

衛

協

会

に

納

め

る

会

費

分

を

集

め

、

何

か

行

事

を

企

画

し

た

際

は

、

極

力

参

加

者

負

担

で

行

っ

て

い

ま

す

。

渋

谷

区

防

衛

協

会

会

長

近

藤

彰

敏

狛

江

市

防

衛

協

会

は

再

興

か

ら

本

年

で

10

年

を

迎

え

ま

す

。

再

起

動

以

来

、

東

京

都

防

衛

協

会

と

連

携

し

、

自

衛

隊

の

任

務

・

防

衛

に

対

す

る

意

識

を

高

め

る

活

動

を

行

っ

て

お

り

ま

す

。

コ

ロ

ナ

禍

で

活

動

の

制

限

さ

れ

た

期

間

も

あ

り

ま

し

た

が

、

一

昨

昨

年

は

陸

上

自

衛

隊

富

士

学

校

の

視

察

、

昨

年

11

月

に

は

海

上

自

衛

隊

横

須

賀

基

地

を

視

察

し

た

ほ

か

、

横

須

賀

軍

港

め

ぐ

り

に

乗

船

、

ア

メ

リ

カ

海

軍

や

海

上

自

衛

隊

の

護

衛

艦

、

潜

水

艦

等

を

間

近

で

見

る

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

総

合

火

力

演

習

な

ど

陸

・

海

・

空

自

衛

隊

の

訓

練

成

果

を

参

観

出

来

な

く

な

り

、

独

自

企

画

の

研

修

活

動

の

充

実

強

化

に

努

め

る

べ

き

と

日

々

議

論

す

る

昨

今

で

す

。我

が

国

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

環

境

は

年

々

厳

し

く

な

り

、

偶

発

的

な

事

象

へ

の

懸

念

が

募

る

一

方

、

憲

法

改

正

に

よ

る

自

衛

隊

明

記

、

自

衛

の

措

置

に

つ

い

て

も

言

及

し

、

然

る

べ

き

対

応

が

図

れ

る

環

境

づ

く

り

が

進

ま

な

い

こ

と

に

焦

り

を

感

じ

ま

す

。

諸

課

題

を

克

服

し

、

防

衛

協

会

全

体

で

現

在

の

あ

り

方

を

改

善

す

べ

く

、

積

極

的

に

活

動

を

展

開

す

る

こ

と

が

肝

要

と

考

え

ま

す

。

本

協

会

の

現

下

の

課

題

は

若

年

層

の

加

入

促

進

、

今

後

の

活

動

は

、

会

員

は

も

と

よ

り

ご

家

族

、

一

般

市

民

の

皆

様

に

も

自

衛

隊

員

の

日

々

の

錬

成

、

周

辺

国

の

脅

威

に

対

す

る

備

え

等

を

ご

理

解

い

た

だ

け

る

よ

う

努

め

て

参

り

ま

す

。

狛

江

市

防

衛

協

会

会

長

栗

山

欽

行

令

和

６

年

６

月

１

日

（

土

曜

日

）

成

美

教

育

文

化

会

館

於

い

て

定

期

総

会

を

行

い

ま

し

た

。

案

件

議

案

全

て

承

認

を

頂

き

ま

し

た

。

会

議

終

了

後

、

元

航

空

幕

僚

副

長

大

串

康

夫

氏

を

講

師

に

迎

え

講

演

を

頂

き

ま

し

た

。

日

本

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

の

現

状

に

つ

い

て

聴

講

し

た

会

員

は

「

自

分

の

国

は

自

分

で

守

る

」

強

い

気

概

を

感

じ

ま

し

た

。

そ

の

後

、

講

師

を

交

え

懇

親

会

を

行

い

盛

会

に

て

終

了

し

ま

し

た

。

防

衛

意

識

の

普

及

活

動

と

し

て

、

多

く

の

市

民

が

集

う

「

市

民

み

ん

な

の

ま

つ

り

」

が

１

１

月

９

日

（

土

）

・

１

０

日

（

日

）

に

行

わ

れ

ま

し

た

。

会

場

で

は

自

衛

隊

グ

ッ

ツ

の

販

売

と

自

衛

隊

活

動

パ

ネ

ル

の

展

示

を

し

ま

し

た

。

展

示

写

真

に

つ

い

て

国

分

寺

募

集

相

談

所

自

衛

官

に

よ

る

詳

細

な

説

明

を

頂

き

ま

し

た

。

市

民

の

方

に

自

衛

官

に

関

心

を

持

っ

て

貰

う

啓

発

活

動

を

し

ま

し

た

。

小

さ

な

部

隊

研

修

と

し

て

１

２

月

３

日

（

月

）

航

空

自

衛

隊

入

間

基

地

見

学

を

、

小

平

市

防

衛

協

会

・

東

村

山

市

防

衛

協

会

合

同

で

行

い

ま

し

た

。

特

に

修

武

台

記

念

館

を

２

時

間

位

掛

け

て

見

学

し

て

飛

行

機

の

歴

史

を

深

く

知

る

機

会

を

得

る

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

東

久

留

米

市

防

衛

協

会

会

長

大

澤

進

板

橋

公

安

系

公

務

員

合

同

職

業

説

明

会

に

参

加

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

北

地

域

事

務

所

（

所

長

白

岩

１

陸

尉

）

は

２

月

１

８

日

、

板

橋

消

防

署

内

で

開

催

さ

れ

た

東

京

地

本

北

地

域

事

務

所

・

板

橋

警

察

署

・

板

橋

消

防

署

の

公

安

系

公

務

員

合

同

説

明

会

に

参

加

し

た

。

こ

の

説

明

会

は

、

板

橋

区

所

在

の

自

衛

隊

、

警

察

及

び

消

防

が

初

め

て

合

同

で

行

っ

た

も

の

で

、

公

安

系

公

務

員

を

希

望

す

る

来

春

卒

業

の

学

生

な

ど

、

約

３

０

名

が

参

加

し

た

。

ま

ず

、

全

般

説

明

に

お

い

て

各

機

関

か

ら

順

次

に

プ

レ

ゼ

ン

を

行

っ

た

後

、

各

ブ

ー

ス

に

分

か

れ

て

行

う

個

別

説

明

に

移

行

し

た

。

特

に

、

個

別

説

明

に

お

い

て

、

東

京

地

方

協

力

本

部

と

東

京

消

防

庁

が

「

自

衛

官

及

び

消

防

職

員

の

募

集

採

用

活

動

に

関

す

る

協

定

書

」

を

締

結

し

た

こ

と

に

よ

り

、

任

期

制

自

衛

官

と

し

て

入

隊

し

た

際

に

大

き

な

メ

リ

ッ

ト

が

生

ま

れ

た

こ

と

に

つ

い

て

、

広

報

官

が

丁

寧

に

説

明

し

た

。

参

加

者

か

ら

は

「

自

衛

隊

と

東

京

消

防

庁

の

協

定

締

結

の

具

体

的

な

内

容

を

知

れ

て

よ

か

っ

た

。

」

「

警

察

以

外

も

視

野

に

入

れ

た

い

。

」

「

進

路

選

択

の

幅

を

広

げ

る

こ

と

が

で

き

た

。

」

「

自

衛

隊

も

志

願

し

よ

う

思

う

。

」

と

い

っ

た

前

向

き

な

感

想

と

手

応

え

を

得

た

。北

地

域

事

務

所

は

、

担

任

地

域

の

警

察

と

消

防

と

の

さ

ら

な

る

連

携

強

化

を

図

り

、

自

衛

隊

に

対

す

る

理

解

向

上

と

志

願

者

の

獲

得

を

図

っ

て

い

く

と

し

て

い

る

。

地区防衛協会コーナー地区防衛協会コーナー

渋

谷

区

渋

谷

区

東

村

山

市

東

村

山

市

練馬駐屯地の研修練馬駐屯地の研修

狛

江

市

狛

江

市

東

京

消

防

庁

と

人

材

確

保

に

係

る

協

定

を

締

結

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

（

本

部

長

横

田

陸

将

補

）

は

１

月

３

０

日

、

ス

ク

ワ

ー

ル

麴

町

（

千

代

田

区

）

に

お

い

て

、

東

京

消

防

庁

（

門

倉

人

事

部

長

）

と

「

自

衛

官

及

び

消

防

職

員

の

募

集

採

用

活

動

に

関

す

る

協

定

書

」

を

締

結

し

た

。こ

の

協

定

は

、

任

期

制

自

衛

官

や

消

防

職

員

に

関

し

て

少

子

化

等

を

背

景

と

す

る

厳

し

い

募

集

採

用

活

動

に

対

応

す

る

た

め

、

双

方

の

人

材

確

保

や

効

率

的

な

募

集

採

用

活

動

を

目

的

と

し

、

相

互

の

協

力

体

制

を

強

化

す

る

た

め

、

建

設

的

な

協

議

を

重

ね

協

定

締

結

に

至

っ

た

も

の

で

あ

る

。

協

定

で

は

、

東

京

地

本

と

東

京

消

防

庁

が

双

方

の

採

用

制

度

や

人

材

募

集

の

取

組

み

等

に

つ

い

て

理

解

を

深

め

、

職

業

説

明

会

等

の

イ

ベ

ン

ト

を

実

施

す

る

際

は

相

互

に

参

加

を

要

請

で

き

る

こ

と

と

し

た

。

ま

た

、

東

京

消

防

庁

の

採

用

は

狭

き

門

で

あ

る

と

こ

ろ

、

任

期

制

自

衛

官

と

し

て

勤

務

し

つ

つ

、

消

防

を

受

験

し

て

合

格

し

た

場

合

で

も

途

中

退

職

す

る

こ

と

な

く

、

任

期

満

了

後

に

特

別

退

職

手

当

を

得

て

入

庁

で

き

る

制

度

が

定

め

ら

れ

た

。

さ

ら

に

、

協

定

に

基

づ

く

第

一

歩

と

し

て

東

京

消

防

庁

と

合

同

で

業

務

説

明

会

を

実

施

し

、

公

安

系

公

務

員

を

希

望

す

る

就

職

活

動

中

の

募

集

対

象

者

等

に

対

し

、

自

衛

隊

の

概

要

、

職

域

、

魅

力

等

を

説

明

し

志

願

化

へ

の

足

掛

か

り

と

し

た

。

横

田

本

部

長

は

「

今

回

の

協

定

に

よ

り

、

数

年

間

の

勤

務

期

間

を

有

す

る

「

任

期

制

自

衛

官

」

の

採

用

、

そ

の

後

の

「

就

職

援

護

」

に

つ

い

て

、

互

い

に

協

力

す

る

こ

と

で

、

必

要

な

人

材

の

確

保

と

活

躍

の

場

を

提

供

で

き

る

も

の

と

認

識

し

て

い

ま

す

。

こ

の

魅

力

的

な

施

策

を

よ

り

多

く

の

方

々

に

知

っ

て

い

た

だ

き

、

人

を

守

る

、

人

を

助

け

る

仕

事

に

関

心

を

寄

せ

て

い

た

だ

け

る

こ

と

に

期

待

し

ま

す

。

」

と

述

べ

た

。東

京

地

本

は

今

後

も

積

極

的

に

各

機

関

と

連

携

し

、

自

衛

隊

の

人

的

基

盤

の

充

実

を

図

り

、

国

民

の

負

託

に

応

え

ら

れ

る

よ

う

、

引

き

続

き

業

務

に

邁

進

す

る

と

し

て

い

る

。

板

橋

区

ジ

ュ

ニ

ア

リ

ー

ダ

ー

研

修

会

支

援

を

実

施

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

北

地

域

事

務

所

（

所

長

白

岩

１

陸

尉

）

は

２

月

１

６

日

、

板

橋

区

立

第

一

小

学

校

体

育

館

で

開

催

さ

れ

た

「

令

和

６

年

度

板

橋

区

ジ

ュ

ニ

ア

リ

ー

ダ

ー

研

修

会

」

（

主

催

板

橋

区

青

少

年

委

員

会

）

を

支

援

し

た

。

こ

の

研

修

会

は

、

キ

ャ

ン

プ

や

お

祭

り

、

運

動

会

等

、

地

域

行

事

へ

の

積

極

的

な

参

加

を

通

じ

て

、

将

来

の

地

域

人

材

の

育

成

を

目

的

に

掲

げ

て

活

動

す

る

ジ

ュ

ニ

ア

リ

ー

ダ

ー

の

資

質

向

上

を

目

的

に

開

催

さ

れ

て

お

り

、

当

日

は

小

学

校

４

年

生

か

ら

高

校

２

年

生

ま

で

約

２

０

０

名

の

ジ

ュ

ニ

ア

リ

ー

ダ

ー

が

参

加

し

た

。

本

研

修

会

開

催

に

あ

た

り

、

主

催

者

か

ら

北

地

域

事

務

所

へ

「

防

災

」

に

関

す

る

学

び

の

機

会

の

提

供

依

頼

が

あ

っ

た

た

め

、

研

修

内

容

を

「

土

の

う

作

成

」

、

「

応

急

担

架

」

、

「

応

急

寝

袋

の

作

成

」

及

び

「

骨

折

等

に

対

す

る

応

急

処

置

」

と

し

、

最

後

に

防

災

に

関

す

る

ク

イ

ズ

を

実

施

し

た

。

体

験

研

修

で

は

、

当

初

は

不

慣

れ

な

参

加

者

も

広

報

官

の

丁

寧

な

説

明

と

展

示

を

通

じ

て

、

ス

キ

ル

ア

ッ

プ

し

て

い

る

様

子

が

確

認

で

き

た

ほ

か

、

上

級

生

が

下

級

生

を

教

え

る

な

ど

互

い

に

助

け

合

う

姿

も

垣

間

見

ら

れ

た

。

ま

た

、

防

災

に

関

す

る

ク

イ

ズ

で

は

、

皆

で

意

見

を

出

し

合

い

な

が

ら

回

答

を

導

き

出

す

な

ど

協

調

性

の

強

化

、

加

え

て

防

災

に

対

す

る

意

識

高

揚

と

知

識

向

上

が

図

れ

た

。

北

地

域

事

務

所

は

、

引

き

続

き

地

元

イ

ベ

ン

ト

の

支

援

を

通

じ

て

地

域

の

防

災

意

識

高

揚

と

自

衛

隊

に

対

す

る

青

少

年

層

の

認

知

度

向

上

を

推

進

し

て

い

く

と

し

て

い

る

。

入

隊

予

定

者

等

が

横

須

賀

基

地

を

見

学

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

新

小

岩

募

集

案

内

所

（

所

長

藤

野

１

陸

尉

）

は

２

月

１

３

日

、

入

隊

予

定

者

等

２

５

名

に

対

し

、

入

隊

意

欲

の

向

上

、

入

隊

へ

の

不

安

の

払

拭

及

び

自

衛

隊

へ

の

理

解

を

深

め

る

こ

と

を

目

的

に

海

上

自

衛

隊

横

須

賀

基

地

見

学

を

実

施

し

た

。

本

企

画

は

、

入

隊

予

定

者

へ

の

個

別

の

案

内

及

び

Ｓ

Ｎ

Ｓ

を

活

用

し

た

情

報

発

信

に

よ

り

多

数

の

応

募

を

受

け

て

計

画

・

実

行

し

た

も

の

。

当

日

は

、

護

衛

艦

「

く

ま

の

」

の

艦

内

見

学

を

は

じ

め

、

「

曳

船

」

で

の

港

内

ク

ル

ー

ズ

及

び

横

須

賀

地

方

総

監

と

の

懇

談

が

行

わ

れ

た

。

特

に

懇

談

で

は

、

参

加

者

か

ら

の

質

問

が

途

切

れ

る

こ

と

な

く

、

終

始

活

発

な

雰

囲

気

の

な

か

貴

重

な

体

験

が

で

き

た

。

ま

た

、

護

衛

艦

「

く

ま

の

」

の

見

学

に

つ

い

て

も

乗

員

の

詳

細

な

説

明

の

も

と

最

新

鋭

の

艦

内

を

く

ま

な

く

見

学

し

、

そ

の

装

備

及

び

機

能

に

興

味

津

々

な

様

子

が

う

か

が

え

た

。

参

加

者

は

、

国

防

の

最

前

線

で

明

る

く

溌

溂

と

勤

務

し

て

い

る

隊

員

の

姿

に

触

れ

「

少

し

怖

い

イ

メ

ー

ジ

の

自

衛

隊

で

し

た

が

、

皆

優

し

く

親

切

で

入

隊

へ

の

不

安

が

解

消

さ

れ

ま

し

た

」

「

横

須

賀

地

方

総

監

と

の

懇

談

に

よ

り

自

衛

官

を

目

指

す

気

持

ち

が

高

ま

り

ま

し

た

」

と

の

感

想

が

聞

か

れ

、

見

学

を

通

じ

入

隊

へ

の

不

安

の

払

拭

及

び

自

衛

隊

へ

の

理

解

を

深

め

る

こ

と

が

で

き

た

様

子

で

あ

っ

た

。

新

小

岩

募

集

案

内

所

は

今

後

も

所

員

一

丸

と

な

り

、

部

隊

等

と

連

携

し

な

が

ら

、

防

衛

省

・

自

衛

隊

に

対

す

る

理

解

と

関

心

を

深

め

、

入

隊

者

獲

得

の

た

め

の

努

力

を

惜

し

ま

な

い

と

し

て

い

る

。

東

京

消

防

庁

と

人

材

確

保

に

係

る

協

定

を

締

結

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

（

本

部

長

横

田

陸

将

補

）

は

１

月

３

０

日

、

ス

ク

ワ

ー

ル

麴

町

（

千

代

田

区

）

に

お

い

て

、

東

京

消

防

庁

（

門

倉

人

事

部

長

）

と

「

自

衛

官

及

び

消

防

職

員

の

募

集

採

用

活

動

に

関

す

る

協

定

書

」

を

締

結

し

た

。こ

の

協

定

は

、

任

期

制

自

衛

官

や

消

防

職

員

に

関

し

て

少

子

化

等

を

背

景

と

す

る

厳

し

い

募

集

採

用

活

動

に

対

応

す

る

た

め

、

双

方

の

人

材

確

保

や

効

率

的

な

募

集

採

用

活

動

を

目

的

と

し

、

相

互

の

協

力

体

制

を

強

化

す

る

た

め

、

建

設

的

な

協

議

を

重

ね

協

定

締

結

に

至

っ

た

も

の

で

あ

る

。

協

定

で

は

、

東

京

地

本

と

東

京

消

防

庁

が

双

方

の

採

用

制

度

や

人

材

募

集

の

取

組

み

等

に

つ

い

て

理

解

を

深

め

、

職

業

説

明

会

等

の

イ

ベ

ン

ト

を

実

施

す

る

際

は

相

互

に

参

加

を

要

請

で

き

る

こ

と

と

し

た

。

ま

た

、

東

京

消

防

庁

の

採

用

は

狭

き

門

で

あ

る

と

こ

ろ

、

任

期

制

自

衛

官

と

し

て

勤

務

し

つ

つ

、

消

防

を

受

験

し

て

合

格

し

た

場

合

で

も

途

中

退

職

す

る

こ

と

な

く

、

任

期

満

了

後

に

特

別

退

職

手

当

を

得

て

入

庁

で

き

る

制

度

が

定

め

ら

れ

た

。

さ

ら

に

、

協

定

に

基

づ

く

第

一

歩

と

し

て

東

京

消

防

庁

と

合

同

で

業

務

説

明

会

を

実

施

し

、

公

安

系

公

務

員

を

希

望

す

る

就

職

活

動

中

の

募

集

対

象

者

等

に

対

し

、

自

衛

隊

の

概

要

、

職

域

、

魅

力

等

を

説

明

し

志

願

化

へ

の

足

掛

か

り

と

し

た

。

横

田

本

部

長

は

「

今

回

の

協

定

に

よ

り

、

数

年

間

の

勤

務

期

間

を

有

す

る

「

任

期

制

自

衛

官

」

の

採

用

、

そ

の

後

の

「

就

職

援

護

」

に

つ

い

て

、

互

い

に

協

力

す

る

こ

と

で

、

必

要

な

人

材

の

確

保

と

活

躍

の

場

を

提

供

で

き

る

も

の

と

認

識

し

て

い

ま

す

。

こ

の

魅

力

的

な

施

策

を

よ

り

多

く

の

方

々

に

知

っ

て

い

た

だ

き

、

人

を

守

る

、

人

を

助

け

る

仕

事

に

関

心

を

寄

せ

て

い

た

だ

け

る

こ

と

に

期

待

し

ま

す

。

」

と

述

べ

た

。東

京

地

本

は

今

後

も

積

極

的

に

各

機

関

と

連

携

し

、

自

衛

隊

の

人

的

基

盤

の

充

実

を

図

り

、

国

民

の

負

託

に

応

え

ら

れ

る

よ

う

、

引

き

続

き

業

務

に

邁

進

す

る

と

し

て

い

る

。

板

橋

区

ジ

ュ

ニ

ア

リ

ー

ダ

ー

研

修

会

支

援

を

実

施

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

北

地

域

事

務

所

（

所

長

白

岩

１

陸

尉

）

は

２

月

１

６

日

、

板

橋

区

立

第

一

小

学

校

体

育

館

で

開

催

さ

れ

た

「

令

和

６

年

度

板

橋

区

ジ

ュ

ニ

ア

リ

ー

ダ

ー

研

修

会

」

（

主

催

板

橋

区

青

少

年

委

員

会

）

を

支

援

し

た

。

こ

の

研

修

会

は

、

キ

ャ

ン

プ

や

お

祭

り

、

運

動

会

等

、

地

域

行

事

へ

の

積

極

的

な

参

加

を

通

じ

て

、

将

来

の

地

域

人

材

の

育

成

を

目

的

に

掲

げ

て

活

動

す

る

ジ

ュ

ニ

ア

リ

ー

ダ

ー

の

資

質

向

上

を

目

的

に

開

催

さ

れ

て

お

り

、

当

日

は

小

学

校

４

年

生

か

ら

高

校

２

年

生

ま

で

約

２

０

０

名

の

ジ

ュ

ニ

ア

リ

ー

ダ

ー

が

参

加

し

た

。

本

研

修

会

開

催

に

あ

た

り

、

主

催

者

か

ら

北

地

域

事

務

所

へ

「

防

災

」

に

関

す

る

学

び

の

機

会

の

提

供

依

頼

が

あ

っ

た

た

め

、

研

修

内

容

を

「

土

の

う

作

成

」

、

「

応

急

担

架

」

、

「

応

急

寝

袋

の

作

成

」

及

び

「

骨

折

等

に

対

す

る

応

急

処

置

」

と

し

、

最

後

に

防

災

に

関

す

る

ク

イ

ズ

を

実

施

し

た

。

体

験

研

修

で

は

、

当

初

は

不

慣

れ

な

参

加

者

も

広

報

官

の

丁

寧

な

説

明

と

展

示

を

通

じ

て

、

ス

キ

ル

ア

ッ

プ

し

て

い

る

様

子

が

確

認

で

き

た

ほ

か

、

上

級

生

が

下

級

生

を

教

え

る

な

ど

互

い

に

助

け

合

う

姿

も

垣

間

見

ら

れ

た

。

ま

た

、

防

災

に

関

す

る

ク

イ

ズ

で

は

、

皆

で

意

見

を

出

し

合

い

な

が

ら

回

答

を

導

き

出

す

な

ど

協

調

性

の

強

化

、

加

え

て

防

災

に

対

す

る

意

識

高

揚

と

知

識

向

上

が

図

れ

た

。

北

地

域

事

務

所

は

、

引

き

続

き

地

元

イ

ベ

ン

ト

の

支

援

を

通

じ

て

地

域

の

防

災

意

識

高

揚

と

自

衛

隊

に

対

す

る

青

少

年

層

の

認

知

度

向

上

を

推

進

し

て

い

く

と

し

て

い

る

。

入

隊

予

定

者

等

が

横

須

賀

基

地

を

見

学

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

新

小

岩

募

集

案

内

所

（

所

長

藤

野

１

陸

尉

）

は

２

月

１

３

日

、

入

隊

予

定

者

等

２

５

名

に

対

し

、

入

隊

意

欲

の

向

上

、

入

隊

へ

の

不

安

の

払

拭

及

び

自

衛

隊

へ

の

理

解

を

深

め

る

こ

と

を

目

的

に

海

上

自

衛

隊

横

須

賀

基

地

見

学

を

実

施

し

た

。

本

企

画

は

、

入

隊

予

定

者

へ

の

個

別

の

案

内

及

び

Ｓ

Ｎ

Ｓ

を

活

用

し

た

情

報

発

信

に

よ

り

多

数

の

応

募

を

受

け

て

計

画

・

実

行

し

た

も

の

。

当

日

は

、

護

衛

艦

「

く

ま

の

」

の

艦

内

見

学

を

は

じ

め

、

「

曳

船

」

で

の

港

内

ク

ル

ー

ズ

及

び

横

須

賀

地

方

総

監

と

の

懇

談

が

行

わ

れ

た

。

特

に

懇

談

で

は

、

参

加

者

か

ら

の

質

問

が

途

切

れ

る

こ

と

な

く

、

終

始

活

発

な

雰

囲

気

の

な

か

貴

重

な

体

験

が

で

き

た

。

ま

た

、

護

衛

艦

「

く

ま

の

」

の

見

学

に

つ

い

て

も

乗

員

の

詳

細

な

説

明

の

も

と

最

新

鋭

の

艦

内

を

く

ま

な

く

見

学

し

、

そ

の

装

備

及

び

機

能

に

興

味

津

々

な

様

子

が

う

か

が

え

た

。

参

加

者

は

、

国

防

の

最

前

線

で

明

る

く

溌

溂

と

勤

務

し

て

い

る

隊

員

の

姿

に

触

れ

「

少

し

怖

い

イ

メ

ー

ジ

の

自

衛

隊

で

し

た

が

、

皆

優

し

く

親

切

で

入

隊

へ

の

不

安

が

解

消

さ

れ

ま

し

た

」

「

横

須

賀

地

方

総

監

と

の

懇

談

に

よ

り

自

衛

官

を

目

指

す

気

持

ち

が

高

ま

り

ま

し

た

」

と

の

感

想

が

聞

か

れ

、

見

学

を

通

じ

入

隊

へ

の

不

安

の

払

拭

及

び

自

衛

隊

へ

の

理

解

を

深

め

る

こ

と

が

で

き

た

様

子

で

あ

っ

た

。

新

小

岩

募

集

案

内

所

は

今

後

も

所

員

一

丸

と

な

り

、

部

隊

等

と

連

携

し

な

が

ら

、

防

衛

省

・

自

衛

隊

に

対

す

る

理

解

と

関

心

を

深

め

、

入

隊

者

獲

得

の

た

め

の

努

力

を

惜

し

ま

な

い

と

し

て

い

る

。

東

京

地

本

コ

ー

ナ

ー

東

京

地

本

コ

ー

ナ

ー

横須賀基地の研修横須賀基地の研修

入間基地の研修入間基地の研修

広報官による説明（その２）広報官による説明（その２）

横須賀地方総監との懇談横須賀地方総監との懇談

防災クイズ出題中防災クイズ出題中

横田地本長と門倉人事部長横田地本長と門倉人事部長

広報官による説明（その１）広報官による説明（その１）


